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＜方法＞我々は 129人の PNALTの HCVキャリアの中の 69人の患者の 5年超の追跡研究を報告した。








も 3回の通院において血清 ALT値が常に 30IU/L以下を示し、血小板値が 15万/μl以上、BMIが 30
kg/m2以下、経口避妊薬、HIVの共感染、C型肝炎以外の肝臓病がないものとした。 





った。唯一 10年間以上 ALT 値が正常を維持した患者群で初診時 ALTがより低値であった(P=0.003)。 
 ついで、PNALT患者の初診時 ALT値と臨床的結果を検討した。ALT値が 30IU/L以下を維持するこ
とを予測する、初診時 ALT値のカットオフ値を推定するために、Receiver-operator curve(ROC)分
析を行った。その結果によると、19.5IU/Lが ALT30IU/L以下が持続することを予測する最適な ALT 
値であった(感度 75.6%、特異度 87.5%、AUC0.83、P=0.003)。初診時の ALT値が 19IU/L以下の 17人
の患者の中で、9人の患者が 10年後も 30IU/L以下であった。これらの初診時の ALTが 19IU/L以下
の患者の方が、初診時の ALT値が 20IU/L以上の患者(n=32)よりも、30IU/L以下の ALT値を維持する
可能性が有意に高かった(P=0.001)。  
最後に閉経と ALT値上昇の関係を検討した。女性の PNALT患者の ALT異常値出現の年齢は 45-55
歳で最も頻度が高く、これは通常女性の閉経の時期であると考えられた。我々は ALT上昇と閉経と
の関連を調査するために 45人の女性患者に質問状を送付し、うち 16人の患者からの返答が得られ
た。返答者のなかでの閉経開始年齢は 48歳～56歳の間にあった。ただし、1人の患者は 37歳で子
宮摘出術を受けておられ、当院受診の前に閉経を経験していた。ALT値は 10人の患者において閉経
後、3年以内に上昇していることが分かった。しかし、3人の患者は閉経の 3年前であった。3人の
患者は我々の外来に来る前に閉経を経験していた。 
＜結論＞ C型慢性肝炎に対する抗ウイルス療法は急速にかつ心強い進歩を遂げていることから、よ
り効果的で安全な治療を待つことが選択肢として考えられる。この問題に対して重要な知見が、本
研究にて得られた。 
